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総
合
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

〇
民
間
事
業
者
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
住
民

な
ど
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
介
護

予
防
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。（
体
制
が
整
い
次
第
、

順
次
展
開
し
て
い
き
ま
す
）

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
助
け

合
い
な
ど
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
高
齢
者
自
身
も
、
自
ら
の
持
つ

力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）」
を
４
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

○
介
護
保
険
要
支
援
認
定
を
受
け
た

人
が
利
用
す
る
、訪
問
介
護（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
と
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
総
合
事

業
に
移
行
し
ま
す
。

※
今
ま
で
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
人

は
、
４
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用

で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
自

己
負
担
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
介
護
保
険
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
な
く
て
も
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
（
健
康
状
態
を
確
認
す
る

た
め
の
質
問
票
）」
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
生
活
機
能
の
低
下
が
認

め
ら
れ
る
方
（
事
業
対
象
者
）
は

目
的
は
？

対
象
の
方
は
？

総
合
事
業
が
始
ま
る
と
、

何
が
変
わ
り
ま
す
か
？

　
現
在
、
要
支
援
認
定
１
・
２
の

方
で
、
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
認
定
の

更
新
時
に
総
合
事
業
へ
移
行
す
る

た
め
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

平成29年４月から

介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）が始まります！〇サービス利用の流れ

（平成29年４月より）

総
合
事
業
の
こ
れ
か
ら

　
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
介
護
の
専
門
職
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
民
間
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
地
域
住
民
な
ど
、
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
支
援
体
制
を
地

域
の
中
に
作
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
、
総
合
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
年
度
か
ら
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

し
、
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
や
地
域

資
源
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
活
支
援
体
制
が
整
い
次

第
、
順
次
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
の
ほ
か
、
誰

で
も
気
軽
に
通
う
こ
と
の
で
き
る

「
集
い
の
場
」
の
提
供
や
、
地
域

住
民
に
よ
る
介
護
予
防
活
動
の
取

組
み
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
場
所
の
提
供
や
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇メニュー	

介護予防・生活支援サービス事業
（要支援１・２または、事業対象者
が利用できる事業）

訪問型サービス
通所型サービス
その他の生活支援サービス（検討中）
介護予防ケアマネジメント

一般介護予防事業
（65歳以上の方が利用できる事業）

各種介護予防教室
大磯はつらつサポーター事業
地域のつどい研修会
住民主体の介護予防活動（検討中） ▲介護予防教室の様子

○
平
成
29
年
４
月
以
降
に
新
規
申
請

に
よ
り
、
介
護
保
険
要
支
援
認
定

を
受
け
る
方

○
平
成
29
年
４
月
以
降
に
更
新
申
請

に
よ
り
、
介
護
保
険
要
支
援
認
定

を
受
け
る
方

○
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、

生
活
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る

方
（
事
業
対
象
者
）

介護給付
（要介護１～５）

介護給付
（要介護１～５）

介護予防給付
（要支援１～２）

訪問看護、
訪問リハビリ、
福祉用具貸与
など

介護予防給付
（要支援１～２）

訪問介護
通所介護

総合事業
（要支援１～２、

事業対象者）
○訪問型サービス
○通所型サービス

現行通り

現行通り

移行

〇サービス移行のイメージ
現行（平成29年３月まで） 平成29年４月から

65歳以上の人

要介護認定を申請

要支援１・２の人 非該当の人 生活機能の低下がある
（事業対象者）

地域包括支援センター等によ
る介護予防ケアマネジメント
を実施

地域包括支援センター等によ
る介護予防ケアマネジメント
を実施

生活機能の低下がない
（元気な高齢者）

基本チェックリストによる確認

町福祉課、地域包括支援センターに相談

従来の介護予防給付

　訪問看護
　訪問リハビリ
　福祉用具貸与　など

介護予防・生活支援
サービス事業

　訪問型サービス
　通所型サービス

一般介護予防事業

　介護予防教室
　大磯はつらつサポーター
　地域のつどい研修会　など

＜総合事業＞

問
　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２

総合事業の内容


